
岐阜県公立小学校 4 年生・5 年生・6 年生および保護者の皆様へ 

 

研究に関する説明文書 

 

１．研究課題名 

小学校 4・5・6 年生の単語を「読む」際の文字の見方・とらえ方に関する一考察 

―文字クイズと意識調査の結果に基づいて― 

（本研究は、中部学院大学研究倫理委員会の審査を経て、中部学院大学学長より承認を得ています。） 

 

２．この研究の目的と意義 

本研究は、岐阜県の小学校 4〜6 年生児童を対象とした文字クイズ・意識調査・英検 Jr.学校版より

得たデータをもとに実施するものです。各学年の文字の認識率と誤答の傾向から、児童が実際に文字

を認識しようとする際にどのように文字をとらえ、どこで躓きをもち、それが学年の違いによりどの

ように変化していくのか、等についての一考察をまとめます。このことにより、小学生の発達段階を踏

まえた「読む力」の育成に効果的な指導方法に関わる教育的示唆をまとめることができると期待しま

す。 

 

３．研究方法 

研究対象：①2022 年 2 月 1 日～2022 年 2 月 28 日の期間において、次の調査内容を実施した岐阜県

公立小学校（対象 13 校）に在籍する 4 年生・5 年生・6 年生の児童 

②2023 年 2 月 1 日～2023 年 2 月 28 日の期間において、次の調査内容を実施する岐阜県

公立小学校（対象 13 校）に在籍する 4 年生・5 年生・6 年生の児童 

調査内容：文字クイズ・意識調査・英検 Jr.学校版の実施 

分析方法：上記 3 点の調査から得られたデータにおける正答・誤答の特徴や傾向を分析する。 

 

４．研究期間 

倫理審査承認日～2023 年 3 月 

 

５．研究の実施体制 

研究責任者：中部学院大学教育学部子ども教育学科・准教授・新井謙司・データ分析・論文作成 

研究分担者：中部学院大学・学事顧問・久埜百合・データ分析への助言と論文作成 

研究分担者：上越教育大学大学院・教授・大場浩正・データ分析と論文内容への助言と加筆修正 

 

６．この研究への参加に伴って生じる負担及び予想されるリスクについて 

（ 

本研究に参加することにより特別な不利益は生じないと考えますが、児童の中には、質問に回答する

ことに負担感を感じる可能性があるため、以下の方法で負担軽減を図ります。 

  1) 1時間(45分)の授業内で取り組める問題数とします。文字クイズ 18問、意識調査 30問 

  2) 文字クイズ: 紙媒体方式  

回答形式はすべて選択制とし、回答に〇を付けていただきます。 

意識調査: オンライン方式  



Formsを使用し個々のタブレットから回答していただきます。 

回答形式はすべて選択制とします。 

 

７．研究への参加とその撤回について 

本研究への参加はあなたの自由意思によるものです。いつでも参加を取りやめることができます。

同意されなくても、あなたに不利益になることは全くありません。 

＜研究への参加を拒否する場合の連絡先＞ 

担当部署：中部学院大学総合研究センター（教育研究支援課内） 

住  所：〒501-3993  岐阜県関市桐ヶ丘二丁目 1 番地 

電話番号：0575-24-2238 

ＦＡＸ  ：0575-29-3000 

 

8．研究に関する情報公開の方法 

本研究の成果は、研究の最終的な結果は学会や学術雑誌で公開される予定ですが、匿名化した上で

分析を行い、報告を行いますので、あなたのお名前などの個人情報を特定されることはありません。 

 

9．研究に関する情報の提供について 

 研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、この研究の独創性の確保に支障がない範囲で、

この研究の計画書や研究の方法に関する資料をご覧いただくことができます。資料の閲覧を希望され

る方は、問い合わせ窓口までお申し出ください。 

 

10．個人情報の取扱いについて 

・本研究は、個人情報の取扱いに関して、適用される法令等に従い、本研究計画書を遵守して実施しま

す。 

・本研究で取り扱う情報等は、回答時には、学校名、出席番号のみで、名前の記載を求めないものとし、

情報の分析・解析の段階では、研究責任者が匿名化した上で使用します。 

・匿名化の方法については、学校名は残し、出席番号から個人を識別できないよう独自の符号を付す

作業を行います。分析結果等の情報を実施校へ送付する場合は、独自の符号について対応表を作成

し、研究対象者の個人情報が漏れないようパスワードをかけるなど十分配慮します。これらの情報

は、研究責任者の研究室にある外付け HDD に保存し、安全に保管します。 

・本研究の成果は、研究対象者が特定できないよう十分配慮した上で学会発表及び論文発表で公開し

ます。また、本研究の目的以外に、研究で得られた研究対象者の情報等を使用いたしません。 

 

11.データの保管及び廃棄の方法 

・本研究で取得した情報については、研究責任者の所属する研究室内の外部から切り離された外付け

HDD 内に保存します。情報を取扱う研究者は、研究情報を取扱うコンピュータをパスワード管理し、

情報の紛失・遺漏等を防止します。また、同意の撤回（中止の申し出）があったデータ等については、

登録時から、データを破棄します。 

・本研究終了後において、本研究で得られた研究対象者の情報及び研究等の実施に係わるデータ等を

他の研究において使用いたしません。 



・研究終了後、情報は原則論文発表後５年、研究等の実施に係わるデータ等は、論文発表後 10年間は

保存し、廃棄します。 

 

12．研究にかかわる資金源および利益相反について 

・本研究は、申請者の個人研究費、特別研究費、英検委託研究費（久埜百合学事顧問）で実施します。

また、本研究は意識調査と文字クイズによる質問形式の回答方法であり、研究対象者の費用負担はあ

りません。 

 

13．研究対象者等及び関係者からの相談対応 

本研究について、分からないことや聞きたいことがありましたら、お気軽に下記の連絡先までお問

い合わせ下さい。 

【相談窓口】 

  中部学院大学 教育研究支援課 

  所在地：〒501-3993 岐阜県関市桐ヶ丘二丁目 1 番地 

  連絡先：0575-24-2238 

  E-mail：cgrd@chubu-gu.ac.jp 

 

14．知的財産権の帰属について 

知的財産権が生じた場合には、研究者および中部学院大学に帰属し、研究に参加していただいた方

に権利が生じることはありません。 

 

以上 
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